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旭塚古墳発掘調査

現地説明会
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【あしや喜楽苑ギャラリーご案内】

日＆内①11月１日～15日「村上押花サロ
ン第10回作品展」②17日～30日「イタリア

の風 山之口（DAVIT）吉蔵水彩画展」、いず

れも９時～17時※最終日15時まで③25日

（日）・10時～16時「ホーム家族会バザー」

所＆問あしや喜楽苑(緯34-9287）

【丹波の朝採り有機野菜市】

日11月１日・７日・15日・21日・29日10時～　所
＆問ワークホームつつじ・仁頃（緯22-7044）

【10代のためのやすらぎの部屋】

日11月３日・17日（土）13時～16時30分　所図
書館　問ヨッシーくらぶ・守上（緯23-6854）

【「葦の風」フリーマーケット開催】

日11月４日（日）10時～16時＜雨天中止＞
所ＪＲ芦屋駅北側ペデストリアンデッキ
問葦の風・久堀(緯080-5301-0400）

【市民ハイキング（六甲全縦４回目）】

日11月４日(日)８時30分～　所阪急芦屋川
駅北→雨ヶ峠→一軒茶屋→大平山→塩屋寺→

阪急宝塚駅　費400円(別途交通費)　持弁当・
雨具　申＆問芦屋登山会・相塲（緯32-0628）

【メタボリックシンドロームとその対策】

日11月４日（日）14時～16時　所市民セン
ター203室　師下村伊一郎氏　申直接会
場へ　問芦屋ハーモニーライオンズクラ
ブ（FAX34-2630）　

【おはなし作りの部屋】

日11月７日・14日・28日（水）10時～12時　所
図書館　問ぷりん・岡山（緯31-6801）

【古タオル・Ｔシャツで布ぞうり作り】

日11月８日・19日、13時～16時　所集・空・
間Ｔｉｏ　人20人（５本指ソックス＆ズ
ボン着用）　費300円　持はさみ・定規・筆
記具・目打ち・古バスタオル・Ｔシャツ・タ

オル（３～４枚※ぞうり１足分）　申＆問
Ｔｉｏクラブ（緯25-0177）

【ほんわかカフェ・おおはら】

日①11月９日②23日（金）10時～12時　内
①ニットカフェ（手作りマフラーやケー

プ）②歌声喫茶　人当日先着各20人　費
①②とも150円（お茶代）　所＆問大原集
会所協議会・今村(緯34-2364)

【ロードレース大会参加者募集】

日11月11日（日）９時30分～12時(受付８時
30分～９時30分　所総合公園　内①ファ
ミリー３km②中学男女３km③16歳～39歳

男女５km・10km④40歳以上男女５km・10km

費１種目500円（中学生以下は200円）　申
11月７日（水）＜必着＞で、はがきに種目・

氏名・年齢・連絡先（住所・電話番号）を記

入し、下記へ。※一部当日会場でも受け付

け　問陸上競技協会・上野（緯090-3994-
8330 ※19時～22時　〒654-0141  神戸市

須磨区竜が台1-1-2、29-402）

【パキスタンの過去と現状】

日11月11日（日）13時30分～15時　所市民
センター218室　人60人　申直接会場へ
問芦屋学士会・福間（緯38-4667）

【講座「歌風土記　兵庫県」】

日11月11日(日)13時30分～　所富田砕花
旧居　師詩人・和田英子氏　費500円（資
料代）　申＆問角野(緯090-8825-1292)

【グループ・フォロー公開学習会】

日11月13日（火）14時～16時　所男女共同
参画センター　内どうする・どうなる・私
たちⅤ-人生の最終章を豊かに-　師市
川禮子氏　問中村（緯23-2488）　

【母と子のいこいの部屋】

日11月13日・20日・27日（火）10時～11時30分
所図書館　人０歳～未就園児と保護者　
問バルーン・津田（緯32-2610）

【家事と家計の会】

日11月14日(水)10時～11時45分　所上宮
川文化センター　費380円・託児有(要予約
250円)　問全国友の会･秋山(緯 23-0521)

【カルペディエムの会】

日11月16日(金)14時30分 ～16時　内 ア
イヌ文化　師バーバラ・スイタ氏　費会
員500円・非会員700円　人40人（要予約）
所＆問国際交流協会（緯34-6340）

【浜風の家　11月のイベント】

日＆内①11月17日（土）15時30分～17時・
普段着のクラシック＜ベートーベン　ピ

アノコンサート＞②毎週金曜・ヨーガ教

室（16時～17時）③英会話（大人毎週木曜

日13時～14時/子ども毎週水・木曜日16時

～17時）　費②大人800円・子ども500円③
大人1,000円・子ども500円　持②タオル
問浜風の家（緯35-5700）

【チマチョゴリとの和解】

日11月17日（土）14時～　所市民センター
218室　人60人　内従軍慰安婦と憲法９
条　師小島十二牧師　費300円（資料代）
申＆問芦屋九条の会・竹内（緯35-1503）

【明日の家族を考える会】

日11月18日（日）13時30分～15時30分　所
市民センター401室（有料託児あり）　内
思春期を迎える子どもに向き合う　人
200人　師石川憲彦氏　申＆問明日の家
族を考える会(緯/FAX23-2488  Ｅメール
info@wnw-ashiya.com)

【やさしい古典講座「源氏物語」の世界】

日11月15日（木）10時～12時　所市民セン
ター211室　費500円　申直接会場へ　
問村尾（緯/FAX078-811-3949）

【さんぴぃす市民活動支援講座】

日①11月19日②21日③20日･27日④22日･29
日（いずれも19時～20時45分）　所子育て支
援センターぷらっと　内①ファシリテー
ター入門②プチコーチング入門③プレゼ

ンテーション入門④自己表現力アップ講

座　費①②1,500円（全１回）③④4,500円
（全２回）　申さんぴぃす(緯22-8896)

【折り紙教室】

日11月21 日（水）10時～12時　所図書館
人一般成人　持折り紙・はさみ・のり　問
段谷（緯34-2546）

【思春期の子を持つ心得】

日11月22日（木)10時～11時30分　所市
民センター211室(託児あり)　師藤本邦
子氏　費300円　問守舎(緯31-0887)

【第51回芦屋市書道展】

日11月23日～25日・９時～21時（※最終日
は15時まで）　所市民センター　内幼児か
ら一般の総合書道展　問青木（緯31-7450）

【第九 in 芦屋 Vol.Ⅵ】

日11月23日（金祝）12時30分～16時　所ル
ナ・ホール　内クラシックバレエ・オーケス
トラ・合唱　費大人1,000円・小中高生500円
申＆問芦屋芸術村・篠原（緯35-5889）

【セイドー外国語学院サロンコンサート】

日11月25日（日）14時開演（13時30分開場）
出谷本華子ほか　費2,500円（ペア4,800
円）全席自由・お茶付き　所＆申＆問セイ
ドー外国語学院（緯22-9452）

【作って食べよう世界の料理】

日12月１日（土）10時～14時　所市民セン
ター　内ドイツ料理　人25人（要予約） 
費会員1,500円 ・非会員2,000円　持食器
用フキン、エプロン　申＆ 問国際交流協
会（緯34-6340）


